
【講師紹介】2000 年より NPO 法人青少年自立援助センターにてひきこもり

の就労支援活動を開始し、フリースペースの運営や家庭訪問支援をはじめ、

若者自立塾、若者サポートステーションの責任者を経て、2009 年に株式会社

シェアするココロを設立され、ひきこもり、ニートの予防に重点を置いた活

動をされています。また、内閣府主催 平成 24 年度「困難を有する子ども・

若者の相談業務に携わる民間団体職員研修」講師等も務められています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

（実践とデータから考える） 
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対 象 どなたでも参加いただけます 

参加費 無料 

定 員 50 名 （先着順） 

時 間 14 時~16 時半（13 時半受付開始） 

会 場 東大阪市民会館 5 階－5 会議室 

※詳細は裏面をご覧ください。 

■主催 東大阪市、東大阪若者サポートステーション 
■問合せ先 東大阪若者サポートステーション 
〒５７７‐００５４大阪府東大阪市高井田元町２－４－６岸田興産ビル 

Tel:06-6787-2008 
Fax:06-6787-2018(平日 １０～１６時受付) 
 

Tel:06-6787-2008


■講師からのメッセージ 

■申込み方法 

当日先着順です。定員を超えた場合は大変申し訳ございませんが、会場には入れ

ませんので、ご了承のほどお願いいたします。 

※ 手話通訳が必要な方は、事前にお申し出下さい。 

 

■アクセス 

駐車場がご利用いただけ 

ないため、公共交通機関での 

お越しをお勧めいたします。 

  
JR・近鉄河内永和駅から 

南東へ徒歩 2 分 

 

大学卒業後に無業状態となった若者へアンケート調査を行った結果、4 割の方は大

学時代に就活をしていませんでした。これは就活につまずいたために無業状態になっ

たのではなく、就活以前につまずきがあったことを意味するとともに、大学の四年間

で克服できなかったことを意味しています。彼らはいつの時点で困難を抱えたのでし

ょうか。そしてその困難とはなんなのでしょうか？高校での就労支援の実践や、大学

生への調査から、私たち大人が現実的にできる、社会と若者を接続する支援の在り方

について、お話致します。 


